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[自主研究]

河川水中ネオニコチノイド系殺虫剤濃度の年間変動

大塚宜寿 野尻喜好 蓑毛康太郎 茂木守 堀井勇一

１ 目的

ネオニコチノイド系殺虫剤は、近年、脊椎動物や昆虫に対

する免疫機能や生殖機能の低下などの慢性毒性が報告さ

れ、生態系への影響が懸念されている化合物である。我々

は、県内のほとんどすべての河川からネオニコチノイド系殺

虫剤が検出され、夏季にその濃度が高くなる傾向があること

を報告した1)。本研究では、殺虫剤の使用が想定される農地

から河川への移行に着目して、農業排水路中濃度の年間変

動を調査した。

２ 方法

調査は、県北東部に位置する見沼代用水（星川）とその支

川である新川に挟まれた稲作を中心とする地域で行った。こ

の地域を流れる複数の農業排水路が合流して形成される備

前堀川で2015年３月から2016年３月に、週に１～２回、合計

61検体の水試料を採取した。併せて、新川との分岐点上流

の見沼代用水でも採水した。ネオニコチノイド系殺虫剤であ

る ジノテフラン、クロチアニジン、イミダクロプリド、チアメトキ

サム、アセタミプリド、チアクロプリド、ニテンピラム、スルホキ

サフロルと、生態系へ同様の影響が懸念されているフェニル

ピラゾール系殺虫剤フィプロニルの濃度をLC/MS/MSで測

定した2)。

３ 結果と考察

排水試料（備前堀川）も用水試料（見沼代用水）も、県内35

河川での測定結果1)と同じように、県内および国内での出荷

量が多いジノテフランの濃度は高く、出荷量の少ないチアク

ロプリドとニテンピラムの濃度は低くなる傾向がみられた。国

内未登録であるスルホキサフロルは検出されなかった。ジノ

テフラン、クロチアニジン、イミダクロプリド、フィプロニルにつ

いては、排水試料と用水試料の間に1％の有意水準で有意

差が認められ、それぞれの化合物濃度は、排水試料の方が

用水試料より高くなる傾向が見られた。このことから、調査し

た地域でこれらの殺虫剤が環境中に放出され、排水路に移

行したことが示唆された。観測された最高濃度は、クロチアニ

ジンとアセタミプリドで観測された1 1 0 n g / Lであり、

Morrisseyら3) が提案している水生無脊椎動物生態系に対す

る短期での基準200ng/Lを超過した試料はなかった。

図１に排水および用水中のジノテフランとクロチアニジンの

年間濃度変動を示した。排水中の濃度が用水中の濃度より

高くなったのは、ジノテフランでは３～４月の期間であったの

に対して、クロチアジニジン、イミダクロプリド、フィプロニルで

は５～10月の期間であった。ジノテフランも６～10月に排水中

の濃度が比較的高くなったが、用水でも同程度の濃度が観

測されており、この期間に調査地域から環境中に放出され、

排水路に移行したジノテフランの影響は小さかったものと考

えられる。ジノテフランとクロチアニジン等との年間変動の違

いは、ジノテフランが田植え前に稲の育苗箱で施用され、ク

ロチアニジン等が田植え後の田面で施用されたなど施用法

の違いによるものと考えられる。

図１ 排水および用水中のジノテフランと

クロチアニジンの年間濃度変動

４ 今後の予定

夏季での県内35河川の調査を継続し、検出地域の拡大縮

小および地域的特徴を把握するとともに、スルホキサフロル

やフィプロニルの存在実態も把握する。
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Seasonal changes in the concentration of neonicotinoid insecticides in river water


